
 

全国植樹祭  ～ おつかれさまでした ～ 

６月１０日（日）、時折小雨の交じる中、全国植樹祭が本校学区（雫地区）において、天皇陛下、皇

后陛下のご臨席を仰ぎ、開催されました。福島県での開催は、実に昭和４５年以来とのことです。会

場には、関係者及び観覧者、およそ８，０００人余りが参集しており、肌寒い天候にもかかわらず、

人の熱気が感じられました。 

大甕小学校からは、緑の少年団として、５・６年の児童

２１名が参加し、苗木の贈呈、各国大使等来賓植樹の補

助、緑の少年団代表メッセージの発表等の役割を担いまし

た。苗木の贈呈、代表メッセージでは、代表児童がマイク

を通して会場中に大きな声を響かせメッセージを発表しま

した。子どもたち一人一人が、大勢の人々の前でも臆する

ことなく堂々と臨んでいる姿にふれ、非常に誇らしく思っ

た次第です。 

子どもたちは、全国植樹祭を迎えるまで４月より、式典リハーサル・総合リハーサル・荒天リハー

サル・前日リハーサルと数多くのリハーサルに参加しなければなりませんでした。休日であっても愚

痴をこぼさず、1日を通して練習に取り組んできた子どもたち、そして当日、自分の役割をしっかり

果たすことのできた子どもたち、本当におつかれさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大甕地区民生委員学校訪問 

６月１８日（月）、大甕地区の民生委員・主任

児童員の皆様、大甕生涯学習センター所長さんが

来校し、子どもたちの学習や生活の様子を参観さ

れました。 

子どもたちが進んで挙手して発表している様

子、先生が丁寧に授業

を進めている姿に対し、

お褒めのことばを頂戴

しました。 

 平成３２年度より新

学習指導要領という学

校教育の基本となる基準が改定されます。そこで

は、学校・家庭・地域が相互に関わりあって教育

を進めることができるよう計画を策定しなけれ

ばならないことが示されております。 

平成３０年度から３１年度はその準備期間で

すが、可能な限り地域・家庭とのパイプを太くし

ていければと考えております。 
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七
年
前
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
高

さ
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
が

福
島
県
を
お
そ
い
ま
し
た
。 

 

海
沿
い
に
あ
っ
た
私
た
ち
の
学
区

も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
集
落
が
た
く
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ん
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り
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あ
の
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、
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方
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が
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し
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海
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あ
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も
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流
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し
ま
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し
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今
、
福
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は
み
ん
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で
力
を
あ
わ

せ
、
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え
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一
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、
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育
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で
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み
ど
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豊
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ふ
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く
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本
日
、
み
ん
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で
植
え
た
こ
の
苗
木
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こ
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地
か
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全
国
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森
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
る
「
希
望
の
森
」「
い
の
ち
の

森
」
と
し
て
守
り
、
育
て
、
未
来
に
引

き
継
い
で
い
き
ま
す
。 

 

 

７月の主な行事予定 
 

６日(金) 七夕集会 

 ９日(月)～１１日（水） 被ばく検診 

１９日(木) 美化活動 

２０日(金) 終業式 給食なし 


